
令和７年度「人間尊重の教育推進事業」 

「さっぽろっ子自治的な活動」取組報告書 
学校名（パートナー校で取り組んだ場合は全ての学校名を記載します。） 

【美香保中学校】              （作成者 □教員 □子ども） 

１ 大切にした  

  項目 
※特に大切にした項目一つに 

チェックを付けてくださ

い。 

 □ P：ポジティブ～前向きな考えて  

 □ L：ラブ～互いを大切に 

 □ U：ユニーク～個性を認め合い   

  □ S：スマイル～笑顔あふれるさっぽろに 

２ 取り組んだ 

  学年・学級等 
76期生徒会（全校生徒） 

３ 取組内容 

76期生徒会では、“笑顔の華が咲く美香保中学校”を 

スローガンに掲げて活動を進めた。 

◆笑顔の華が咲くための意見募集～美中 BOX※1の活用～ 

  

 

 

 

 

 

 

◆笑顔の華が咲く日常活動～美中オリンピックなど～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆笑顔の華を満開に～集大成としての学校祭～ 

 

 

 

 

 

 

 

◆笑顔の華が咲く地域交流～みかほっ子サミット～ 

 

 

 

 

 

 

４ 取り組んでみて 

生徒会役員と一般生徒の生徒会活動に対する意識の差が毎年課題として

あったが、今期は“笑顔の華”という１つのゴールに向かい、全校生徒の

声を聴きながら様々な活動に取り組んだことで、本校が目指す「ばらばら

で一緒」な学校づくりにつながる自治的な活動を行うことができた。 
 

✓ 

✓ 

まず、「笑顔の華が咲くために今の美香保中には何が

必要か」について美中 BOX（生徒会意見箱）で全校から

意見を募集したところ、「よりよい挨拶」や「異学年交流を

増やす」といった声が多く集まった。その後、興味深い意

見を出してくれた生徒数名を生徒会室に招き、具体的な

取組について更に検討した※2。 

美中 BOX の意見を受け、生活委員会では朝の挨拶運

動、下校時のさよなら運動※３を行った。また、保体委員会

では昼休みに美中オリンピック※４を開催し、学年ごちゃま

ぜの４チーム対抗でドッジボールと障害物リレーを競い

合い、観戦も含めて多くの生徒が異学年交流を楽しん

だ。中体連の時期には、生徒会役員が中心となって全校

からボランティアを募り、学年問わず和気藹々と応援メッ

セージボードを完成させた。※5 

“笑顔の華”を意識した学校祭テーマ、テーマ曲、シンボ

ルマーク※６の案を全校から募集し、投票で決定した。当日

は、全校生徒の笑顔の写真を繋いで作った動画を流した

り、テーマ曲に合わせて全校生徒で手拍子を揃えたりす

るなど、全校の繋がりを感じられる“笑顔の華が咲く学校

祭”を創り上げた。※7 

 生徒会役員が中心となり、パートナー校の児童や地域

の方、近隣大学の学生など、美香保地区にかかわる様々

な方を招いてサークル対話を行った。“笑顔の華が咲く挨

拶・交流”をテーマに小中学生が思いや願いを語り、その

実現に向けて大人からアドバイスをもらうなど、笑顔の華

が咲く交流の機会となった。※8 


